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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 大場 悟史 

ドイツの拠点に活躍するギタリスト。ということですが、海外で活躍されているギタリストは、国内ではな

かなか知る機会はありませんね。彼も、パリコンの入賞者だったそうです。前半は、クラッシックギター界

とは違う現代音楽やバラライカの世界？の話題が中心となります。後半は昔話。 

ということで、ここに記載するようなことは特にありませんでした。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 河野智美】  

好きなギタリストのお一人。なかなか魅力的な方のようです。 

◼ ギターは弾くのが難しいので、「歌うこと」がつい後回しになっていきますよね。最近、歌い方がわか

るようになて来たので、新鮮に聴こえたのかもしれません。 

◼ 弦楽カルテットと合わせるのは独特な経験でした。少しでも歌い方がずれていると音楽にならない。

そして合わせるのがとても難しい。テンポ感とか、横に流れる歌い方とか、ハーモニーを作ろうとし

ているところとか。 

◼ 使っている楽器は、サンティアゴ・エルナンデス。すごく弾きやすい楽器です。 

◼ そろそろ弾いてみたい曲は、テデスコです。「楽しい変奏曲」「世紀を渡る変奏曲」とかの壮大な弾き

甲斐のある曲とか。また、テデスコのコンチェルトもやってみたいですね。 

◼ 今の自分の課題は、バッハです。声部の動きをもっと理解して演奏すべきと思います。だから、バッ

ハ以前の 16 世紀のミランとかモリナロから勉強しなおしているところです。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：長野文憲】 

ギター編曲楽譜で一番お世話になっている人ではないでしょうか。ただ、2017 年に亡くなられました。 

◼ ギターは独学で高校の時から始めました。最初から編曲物に興味がありました。高校のクラブは、コ

ーラス部でした。大学は、広島大学の数学科ですが 6 年で中退です。その後、30 歳になってエリザベ

ート音楽大学に入学しました。同級生はみんな 18 歳で自分だけ 30 歳でした。こんどはちゃんと 4 年

間で卒業して、その後は、ヤマハで教えて、夜の演奏の仕事をやっていました。 

◼ ギターを教えるときの信念は、「教えないこと」です。その人の個性をつぶさないようにしています。
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その場では、「ピアノで弾いた方がいい」と思ってそのように指導しても、次の時には、弾き方が変わ

っているので「そこはフォルテで弾いた方がいい」といわなければいけないということがわかってい

るので。 

 

【新 マエストロ養成講座 第５回】  

新しく模様替えということで、この講座は、メルツの「小品集 かっこう」から曲を取り上げて、その

演奏法が紹介されている。今回は、「ベニスの謝肉祭」「タランテラ」です。 

 

【特別寄稿 フェルナンド・ソルの未知の作品】  

ケネス・スパル氏がスウェーデン音楽図書館に埋もれていた未知のソルの歌曲集「最後の言葉」を発

見。その後、調査を進め、「定期刊行物 音楽の夜」から、未知の作品を 2 つ発見したことの詳細が掲

載されている。そのうちの 1 曲は、巻末の楽譜掲載に載せられている。 

 

【新連載 ヴィラ・ロボス作品の技巧分析と解釈 第１回 カルレバーロ】  

教則本で知っている「カルレバーロ」のヴィラロボス解釈が掲載されている。今回は、前奏曲第 1 番に

ついての解釈である。次回以降は、練習曲の 1 番から 5 番の掲載が予定されている。 

◼ 最初の原則は、p と ima は、なすべきことが異なるというこである。ima は伴奏なので p の音量を

上回ってはいけない。 

◼ また、伴奏の和音のリズム（譜例 1）が崩れて、伴奏の機能を損なってはいけない。ima は指の接

触によるブロック化の原則を用い、特定の音が目立たないようにすべきである。 

 

◼ ヴィラ・ロボスは「開放弦の使用はどんな時でもギターの最大の武器である」といった。 

◼ p で弾くメロディーで、⑤弦のポルタメントは十分に明瞭かつ上品にするためには腕を使用するほ

かないであろう。そして、１の指はリラックスしているべきである。弦に対する指の圧力をつかさ

どるのも腕であり親指が反対側から圧力をかけるべきでない。さらにいうと親指はネックから離れ

るべきである。 

 

以下、詳細に演奏上の注意点が具体的に記載されている。これはなかなか勉強になります。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。今回も、前号に続き和音の練習で、

佐藤氏オリジナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。結構高度な技術が要求されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：ボサノバの「コルコヴァード」、チャイコフスキーの「感傷的

なワルツ」のソロアレンジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 17 回は、重音について解説しています。複数の音のタイミングをどう

とるか、どの程度の時間差をバラツキと考えるか等の話です。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 17 号のメインは、そんなところでしょうか。 



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


